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　「かぐや」衛星により、月面に発見された縦孔は例えば溶岩チューブといった火成活動が起源と考えられる

地下空洞に開いたものである可能性が高いとされる．縦孔や地下空洞は、火成活動や温度条件・隕石衝突の確

率・放射線の観点で非常に特殊な環境を有するが、それに加え、電磁気環境およびそれに影響され得るダスト

環境も特異な様相を示す．月や火星の縦孔への着陸探査を目指すUZUME計画に向けて、縦孔・地下空洞内の

電気・ダスト環境を事前評価することは重要である．本研究では、粒子シミュレーション技術を、月縦孔・地

下空洞周辺の静電気環境の解析に応用する．数値解析結果に基づき、縦孔・地下空洞内部での太陽風プロトン

や帯電ダストの輸送過程を検討する．
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